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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
epのトータル・ソリューション・サービスが始まる2002年以降、epはその活躍の場をさらに広げていきます。 

近い将来、情報は放送やブロードバンドを利用して、あらゆる経路でやってくるようになるでしょう。例えばepサービスで入手した音楽を、メモリーカードなどでカーオーディオや携帯端末に移して移動しながら楽しむ。逆に携帯端末からeSTBにメールを送る、という風に、情報は時間や場所を選ぶことなく流通するようになるのです。 

このユビキタス・ネットワークの時代には子供からお年寄りまで誰もが親しむことのできる情報環境が実現することでしょう。これによって地域やリテラシーによる情報格差、いわゆるデジタル・デバイドはなくなっていきます。 

そしてユビキタス・ネットワーク社会では、蓄積機能を持ったテレビが家庭の中で中心的な機能を果たすことでしょう。epサービスはユビキタス・ネットワークの中心で、情報やモノの流通のために大きな役割を果たします。
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